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（ロジスティクス懇話会資料） 
 

ロジスティクス人材育成論：カサイ経営の理念を受け継ぐ 
      ――ＳＣＭや３ＰＬの難関に立ち向かう人材をどう育てるか 
 

２００９／６／１３ 
エルエスオフィス 

 
１．ＪＩＬＳ人材育成セミナーに関わって 
 
（１） 領域別、階層別の設定：国際、環境、経営、技術、同補、入門編 
（２） 受講者の動向と基礎知識 
（３） 新分野への展開：農業、流通との連携 
 
２．カサイ経営の理念 
 
（１） コンサルも顧客起点：顧客ニーズは何か、その為には予備診断を行う 
（２） 現場重視、定量化の重要性：物流コスト、生産性、事実の把握等 
（３） コンサルの過程で改革、人材育成：プロジェクトチーム設置が条件、社内コンサル

を育成 
 
３．物流からロジスティクスヘ、そしてサプライチェーン・ロジスティクス 
 
（１） 物流は機能と戦略：もう終わった訳ではない 
（２） ロジスティクスは体系管理、コアは計画と統制：需給・在庫管理、マーケティング

との連動（商物連携）、販売支援 
（３） サプライチェーン・ロジスティクス：企業間最適、ＳＣＭは小売業とのリンク、 
    リテイルサポートが重要 
 
４．３ＰＬビジネス 
 
（１） 顧客のロジスティクスレベルの業務代行：業務運用・情報システムインフラ提供、 

リスク対策と危機管理が重要 
（２） 新しい料金体系：歩率、個建て、日割り➝ 変動的契約 
（３） 専用型と汎用型：個別対応と共同配送の選択、業務高密度化 
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５．あるべきロジスティクス人材の姿 
 
（１） マーケティング・マインド醸成：顧客マーケティングの理解、物流業としてのマー

ケティング 
（２） 新しい理論武装とシミュレーション技術：コスト（ＡＢＣ）、生産性、業務採算、 

販売効果、ＱＣマインドが有効、ＩＥの素養があれば更にいい 
（３） 需給管理の技術：需要予測、需給バランス、在庫補充 
 
６．物流界の発展を願って 
 
（１） 物流のステータス向上：不公正な商習慣打破等 
（２） ロジスティクスの正しい理解：物流の延長線だけではない、フルアウトソーシング

の疑問 
（３） ロジスティクスはフィールドサイエンス：見える化、体系化 
 
 
（まとめ） 
 
① ロジスティクスを分かりやすく概念定義：その成功モデルを示す 
② フィールドサイエンスとしての実践技法を確立 
③ 学際的な位置付けとステータス向上 
 

以上 



SCMSCMや３や３PLPLの難関に立ち向かう人材をどう育てるかの難関に立ち向かう人材をどう育てるか

：カサイ経営の理念を受け継いで：カサイ経営の理念を受け継いで

２００９／６／１３

ロジスティクスサポート・エルエスオフィス

代表 野口英雄



ＪＩＬＳ ：国際、環境、経営、技術、同補、入門編

新任管理者向け

ｃｆ）ＣＬＯＣＬＯという呼称：日経がＣｈｉｅｆ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｏｆｆｉｃｅｒ

として使っている

物流連：環境

その他：物流業界団体（トラック協会、倉庫協会等）

民間コンサル、物流事業者

主な物流～ロジスティクス人材育成セミナー主な物流～ロジスティクス人材育成セミナー



昭和５７年（１９８２） 旭硝子退職

５８年（１９８３） ㈱カサイ経営設立

平成 ４年（１９９２） 「ヒューマンネットワークレポート」創刊

７年（１９９５） カサイ物流塾開講

１０年（１９９８） 河西賞設立

１２年（２０００） 日本物流学会監事に選出

ロジスティクス手帳発行

１５年（２００３） ロジスティクス懇談会立上げ

１７年（２００５） 日本物流学会理事に選出

１８年（２００６） 逝去

河 西 先 生 ～ カ サ イ 経 営 プ ロ フ ィ ー ル河 西 先 生 ～ カ サ イ 経 営 プ ロ フ ィ ー ル



戦略面 マーケティング要素としての働き ◇効果（顧客サービス、販売支援

　合目的性（Q)

機能面 物理的な働き ◇効率（コスト・スピード・生産性）

　合理性（C・D)

低温物流領域においては　◇より消費領域に近づく

顧客へのサービス水準が高い ◇高コスト構造

在庫極小化ないしは無在庫供給 ◇鮮度管理

波動・アイテム改廃・ リ スク 発生 ◇変化への対応

販売との一体化・ 消費起点 ◇SCM

環境対応が必須 ◇フロン・ディーゼル車

現状では機能中心

（そこまでいっていないケースもある）

物　　流

ローコストオペレーション　◇フル稼動化

業務標準化システム化　　  ◇アウトソーシング

品質管理・工程分析　　　　 ◇定量化とレビュー

経営資源配分

ロジスティクスに発展

（トータルシステム：全体最適）戦 略 面 マーケティング要素としての働き

◇効果（顧客サービス・販売支援）

　合目的性（Ｑ）

機 能 面 物理的な働き

◇効率（コスト・スピード・生産性）

　合理性（Ｃ・Ｄ）

物 流 の 機 能 と 戦 略物 流 の 機 能 と 戦 略



マーケティングとロジスティクスの関係マーケティングとロジスティクスの関係

　　　

　

　 　 　 　 　 　

　 ビ ジ ネ ス モ デ ル
（消 費 者 ・市 場 起 点 ）

需 要 創 造 ：マ ー ケ テ ィン グ 需 要 充 足 ：ロ ジ ス テ ィク
ス

（６Ｐと言われる要素）

　　　商品開発

　　　価格設定

　　　流通チャネル

　　　広告宣伝

　　　販売促進

　　　物流（販売物流）

（体系としての管理）

　　計画と統制

　　需給管理（在庫・鮮度）

　　ロジスティクスネットワーク

　　情報ネットワーク

　　サービス水準設定

　　キャッシュフロー改善



ロジステ ィクスの段階的発展ロジステ ィクスの段階的発展

企業間 社　会

個別最適 全体最適 全体最適

営業政策 物流システム

QC （物流管理）

マーケティング

生産革新

マーチャンダイジング

（小売業）

ＤＣＭ、バリューチェーン

ＣＳＲ・企業ガバナンス等

環境・省エネ対応
グリーン・ロジスティクス

企業内

ロジスティクス

Ｓ　　　　　Ｃ　　　　　Ｍ

サプライチェーン・ロジスティクス

関連領域の拡が り

関連するマネジメント



ユニクロのＳＰＡ（ロジスティクス）とマーチャンダイジングユニクロのＳＰＡ（ロジスティクス）とマーチャンダイジング

工業製品としてのカジュアル衣料　　　　 汎用型商品を高付加価値化 

世界で作り世界で売る　　　　　　　　　　　 グローバリゼーション対応 

やるべきことを真剣に徹底してやる　　　 経営のコア哲学 

日経ビジネス０９／６／１月号より筆者作成 

生 産 体 制 生 産 方 式 販 売 戦 略 販 売 エ リ ア マ ー チ ャ ン ダ イ ザ -

素 材 開 発 サポート体制 短 サ イ ク ル 管 理 ウ オ ー ク ス ル ー Ｍ

S P A マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ

中国依存脱却
共通プラットホーム
製糸以外一貫生産

ニッチ・トップで な
くマスとの境界

世 界 ７ ヶ 国
１０年後国内２０％

商 品 開 発

戦略的提携
：東レ 、 旭化成 週次見直し 銀座旗艦店で毎月実施匠という専門部隊



顧客
コア業務

　３ＰＬ

作業外注
２ＰＬ

計　画　・　統　制
レ　ベ　ル

経営

実　　務　　レ　　ベ　　ル
（　物　流　管　理　）

ロ ジ ス テ ィ ク ス ・ ア ー キ テ ク チ ャ ー と ３ Ｐ Ｌ の 位 置 付 けロ ジ ス テ ィ ク ス ・ ア ー キ テ ク チ ャ ー と ３ Ｐ Ｌ の 位 置 付 け



歩 率 契 約 の 留 意 点歩 率 契 約 の 留 意 点

1. 商品構成が常に変化する ：これがマーチャンダイジングの常

　未だ価格下落傾向

2. 特売(セール）が頻発 ：通過金額の前提が崩れる

　定番と特売品では価格が大きく異なる

3. 倉庫・運賃込みの料金設定 ：ＤＣ＋ＴＣ

　ＤＣ型の場合、在庫管理権限が持てるか

4. 一律の歩率設定 ：エリア、商品荷姿等に一切関係なく

　単一設定

5. 個別イレギュラー対応が発生 ：配送時間指定、店内作業等

　車両数増

6. リバース物流対応 ：容器・廃棄品回収、容器洗浄等

　原価ゼロではない



３ＰＬの位置付け：専用型と汎用型３ＰＬの位置付け：専用型と汎用型

１PL ：メーカー、流通業 アセット型

というさらに新しい概念

2ＰＬ ：物流事業者

３PL ：新しい事業形態 ノンアセット型

　ロジスティクス

　マーケティング

　販売

　人材派遣

４　Ｐ　Ｌ



ＱＣ活動を組織化する：全社運動にするＱＣ活動を組織化する：全社運動にする

ＱＣ活動はＱＣサークル活動だけではない

品 質 向 上

１．現状のレベルを維持する ：品質を安定化させる

　全員参加の運動としての取り組み

２．現状のレベルを打破する ：現状の仕組みを変える

　トップダウンのプロジェクト活動



当月末在庫量予測 + 次月生産量 - 次月販売予定量 = 次月月末在庫量

次月生産量 = 次月月末在庫量 - 当月末在庫量予測 + 次月販売予定量

在庫方針

鮮度基準 販売部門との連 携 販売部門との連 動

　　販売進捗     セール

    季節変動

    販売進捗

次 月生産 量の決定手順

現在在庫量 - 販売 見込基準値 需要予測 & 販売計画

リ ア ル タ イ ム 情 報 把 握 客 観 的 な 需 要 予 測

需 給 調 整 の 基 本需 給 調 整 の 基 本

・原材料調達

・生産ライン割付

・在庫配分 プル方式　ｏｒ　プッシュ方式（ＣＲＰ）

・再販～廃棄

・新規アイテム～終売

①アイテム見直し

②生産フレキシビりティー：汎用ライン

アウトソーシング（市場変化）→発注単位

③情報システム支援

こ の 管 理 サ イ ク ル を 如 何 に 短 縮 で き る か 月 次 → 旬 → 週

重 点 管 理 ： 層 別

バ ッ ク ア ッ プ 体 制

　物流管理部門の責任
　その他は全社的なロジスティクス運営基準

◇リアルタイム情報把握
◇客観的な需要予測
◇この管理サイクルを如何に短縮できるか
◇重点管理：層別
◇在庫配分



１．業務遂行の目的・基本理念業務遂行の目的・基本理念 ：顧客ニーズ

２．前提条件確認 ：物流サービス水準、業務運用

３．料金設定・総コスト試算料金設定・総コスト試算 ：コスト削減試算

４．物流拠点仕様・運営法

５．要員配置・機器設置

６．情報システム概念図

７．業務手順・情報システム運用

８．業務管理体制 ：リスク対策、危機管理リスク対策、危機管理

９．立上げ体制・スケジューリング立上げ体制・スケジューリング：推進体制

業務提案書の構成：要素業務提案書の構成：要素



区               分 主   な   内   容

商品所有権 預かり在庫とコスト負担（供給側）

店着バイイング

納品方法 小口多頻度、店内搬送方法

行き過ぎた短リードタイム、時間指定

カテゴリー別納品のコスト負担

リスク負担 欠品ペナルティー

配送遅延ペナルティー

リバース・ロジスティクス 回収・容器洗浄費用負担

その他 業務立上げ時の一時的コスト負担

是 正 す べ き 商 慣 行 ： 物 流 機 能 中 心是 正 す べ き 商 慣 行 ： 物 流 機 能 中 心



ご清聴有難う御座いましたご清聴有難う御座いました


